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薬とお金と合鍵で…

～ある精神科クリニックの強制「通」院～
あおば作業所勤務北島沙希

“リワーク”のために・・・？

向かった場所は、家から電車で片道1

時間以上かかるクリニックだった。翌日

から週6日、朝から夜までデイナイトケ

アに来るように言われた。なぜこんな遠

いクリニックを紹介されたのか疑問で

しかたなかったが、“リワーク”のデイ

ナイトケアであるため就労につながる

と思い、「6か月通って就職しよう」と

通いはじめた。

通いはじめるとスポーツ、音楽鑑賞、

クイズなどのプログラムに参加した。休

憩時間は2時間と長く、ぽ－つとするだ

けで時間をもてあました。特に就労に役

立つと思えなかったので休んだところ、

翌日家に看護師が二人来て、脇を挟まれ

るようにして強制的にクリニックへ連

れていかれた。クリニックに着くと何を

するわけでもなく、ほったらかしにされ

て、何のために連れてこられたのか全く

わからなかった。

またある夜8時頃、コンピニに行こう

と家を出ると、夜道で肩を叩かれた。振

り向くとなぜかクリニックの看護師が

Aさんは約5年前、就職先を探してい

る最中に、あるクリニックのデイナイト

ケァの利用を開始した。長年勤めた飲食

業を退職したあとは、短期の仕事をしな

がら、仕事がないときには生活保護を受

けながら生活していた。

あるときの勤め先の仕事内容は体力

的にきつく、なんとか任期満了で退職し

てからは、次の仕事は‘慎重に決めようと

考えていた。福祉事務所のケースワーカ

ーには、「仕事をするなりしなければ保

護費を友.ち切る」と言われ、脅しのよう

に感じていた。

その後、ケースワーカーに就職しない

のであればクリニックに通ったらどう

かと持ちかけられた。決めかねている

と、階段の踊り場へ連れていかれ、突然

胸ぐらをつかまれて「どういうつもり

だ」と迫られた。恐怖のあまり何も考え

られなくなった。しかたなく通うことを

了承すると、「明日ここに来るように」

と紙切れにかかれた住所を渡された。

－－－－－－今-一男



おりふれ通信

廻睡“函雪哲理謎遥亜錘&畠錐誰歳…鋤心御製鐙訟§‘』｡“え趣職謬｡

二人立っていて、「明日は来てくださし、

ね」と声をかけられた。一日でも休めば

家まで看護師が来るのが怖く、休まずに

クリニックへ通うようになった。

許されない、デイケアからの「卒業」

通いはじめてからやっと6か月がた

ち、主治医に「卒業したい」と伝えたと

ころ、明確な理由なく「まだ」と言われ

た。延長された期間を過ぎたので、また

「卒業したい」と伝えたところ、「まだ」

と言われた。卒業したいというたびに期

間は延長されつづけた。

約2年たったころ「卒業したい」と伝

えると、「まだ薬を出していなかった」

という理由でそれまではなかった向精

神薬の投与が始まった。薬を飲みはじめ

ると身体がこわばってきたため、それを

主治医に伝えると「副作用じやないと思

うけど、副作用止め出しとくよ」と薬が

増えた。

1年前、週二日作業所に通うことにな

ったことを主治医に報告したが、「作業

所終わったあとにデイケア来いよ」と言

われたのを最後に主治医には会えてい

ない。

『連れ出し』の恐I肺

クリニックでは、デイナイトケアに出

席していない人に対･し、Aさんも経験し

た『連れ出し』が日常的に行われていた。

朝8時頃と夕方6時頃に欠席者がいる

と、看護師たちが「『連れ出し」いって

きます」と言いながら出掛けていった。

さらに2年前には、Aさんは自宅の合

鍵を作らされた。合鍵はクリニックの職

員が管理しているため、連れ出しの際に

は「Aさん、空けますよ」と家の中まで

入られるようになった。不在時には勝手

に家の中に入られて、玄関の棚の上に薬

が置かれていた。トイレに入っていると

突然窓が開けられ「来ましたよ」と声を

かけられた。いつ勝手に家の中に入られ

るか怖くてたまらなかったので、毎日通

院をつづけた。早いときには朝7時に連

れ出しが行われ、一時期は恐怖のあまり

眠れなくなった。

生活保護費がすべてクリニックに

3年前ごろ、生活保護費が支給され

る前日に交通費がなかったのでクリニ

ックを休んだ。事，情を知った看護師から

「金銭管理ができないのであれば生活

費を管理する」と言われた。看護師が福

祉事務所へ話し合いをもちかけ、それか

ら生活保護の全額が福祉事務所からク

リニックへ現金書留で送られるように

なった。約30人のメンバーのうちAさ

ん含めて10人ほどが、同じようにクリ

ニックに生活費を管理されていた。一日

いくらと定められた生活費を通院の際

にもらうことになっているため、通院し

なければ生活費がない。それに加え、預

金通1帳もクリニックのほうで預かると

いうことになり、自分の生活費が人質に

とられているような状態だった。通帳を

渡したとき、目の前で看護師たちが自分

の通帳を眺めながら「ふ～ん」と笑って

いた、それがとても辛かった。

福祉事務所は・・・

Aさんはデイナイトケアを卒業したい

と福祉事務所のケースワーカーへも相

談していた。この5年間で担当は5回変

わったが、そのたびに「今のところはこ

このクリニックに通うしかないよ」と同

じような言葉が返ってきた。どの担当に

も訴えを聞いてもらえることはなかつ
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に金銭管理をしてきたのか全くわから

ないような状態であった。

クリニックへ「5年間の収支がわかる

ものを送ってほしい」と問い合わせた

が、「院内の資料なので見せられない」

と内容を開示できないという返答があ

った。お金を送っていた福祉事務所に問

い合わせてもらえるようお願いしても、

「開示させる権限はない」と返答があっ

た。請求を重ねているが、現在も返って

きていない。

た‐

強制通院からの「退」院

片道1時間の通院時間をかけ、朝から

夜までのデイナイトケアを週6日間、E

年以上通い続け、もうすぐ60歳にもな

るAさんには負担が大きく辛い。

通院先の選択は基本的に本人の希望

によるものであることから、転院へ向け

て区内で通いやすいところを探し、新し

い受診先と初診の日を決めた。その旨を

福祉事務所に伝えると、担当からは「本

自分の生活を取り戻す

Aさんはこの5年を振り返って、「ク

リニックというところは、心を癒したり

するためにあるところだと思っていた

が、全く違っていた。薬とお金と合鍵で

しばりつけられて、恐怖心だけで通わさ

れていた」「心が空虚になり、心身とも

に弱っていくような場所だった」と語っ

ていた。Aさんと同じ思いをしている人

が、まだクリニックのなかに沢山いると

いうのが心苦しい。

現在、Aさんは新しい主治医のもとへ

月一回通院しており、作業所には2週間

に一回のペースで通っている。新しい主

治医との診察は本人いわく「別世界」だ

そうで、ちゃんと自分の話を聞いてくれ

るので安心して話ができるらしい。現在

は向精神薬を処方されていない。そして

金銭管理はAさん自身で問題なく行って

いる。しかし、合鍵はないとわかってし

ても、家にいるといまだに少し恐怖感力

あるそうだ。Aさんはいま医療への信頼

と、自分の生活を取り戻している途にロ

だ。

人がクリニックの主治医と話してもら

わないと転院の手続きはできない」の一

点張りであった。

クリニックへ電話をし、転院をしたい

旨を申し入れたが、「福祉事務所と決め

た通院なので福祉事務所の了解が必要

だ」「継続が望ましい」ということを主

張するのみで、本人の希望を聞き入れよ

うとする姿勢はなかった。また、合鍵や

現金、預金通帳を返却してほしいと伝え

ても、「福祉事務所と決めたこと」と応

じなかった。

その後、Aさんと作業所のスタッフ2

名と区議会議員にも同行をお願いし、福

祉事務所を訪ねた。福祉事務所では担当

職員含め3名と2時間余りの話し合いを

行い、転院の手続きが出来ること、合鍵

と現金、通帳の返却が福祉事務所を通し

て行われることをどうにか確認するこ

とができた。

後日、合鍵と現金、通帳がAさん 手
封
の
、元へ返ってきたが、現金に 濁しては、

筒に現金が入っただけのものが返って

きた。この5年間、Aさんのお金がどう

動いてきたのか、クリニックがどの よど
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精神疾患の疑いのある生活保護利用者に対し､東京都内の医療グループが自治体からの委託で福

祉事務所に｢相談員｣として職員を派遣し､グループの精神科クリニックで通院治療やデイケアなどの

｢自立支援医療｣を受けるよう誘導した疑いがあると､フジテレビにて報道されました。この問題に関す
る情報提供、ご連絡は下記にお願いします。

＜医療扶助･人権ネットワーク事務局＞

東京都新宿区四谷3丁目2番2号TRビル7階マザーシツプ法律事務所内

達-9§-536国全墾当_妻雲士画田明） ．
ｊ
一
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F GC研修に参加して

五位測真美DPI障害者権利擁護センター

きっか臆 りでした。それを声にできる機会がある

はずもなく、自分から発信する力も術も

当時は無でした。まさに支配と強制の世

界の下、障害者として生まれてきたから

にはがんばるしかない、自分さえ我慢す

ればそれでよいと自分自身を抑圧し続

けていたと振り返ります。そして今この

時も障害をもつ人の多くは隔離制限さ

れた環境での生活を強いられているこ

とを忘れてはならないと常に思ってい

ます。

現在､私はDPI障害者権利擁護セン

ター(注)の相談員をさせていただき、日

々、さまざまな障害をもつ方々の電話相

談や、場合によっては面談や交渉等の同

行も行っています。最近、精神に病気や

障害をもつ人たちの継続的な相談が増

えています。そこで感じることは、本人

に対して、その周囲の人が、本人の理解

や納得を得るまで'情況の説明ができて

いないことにより、誤解を生み、それが

不信感につながって関係，性が悪化する

という事例がみられます。もし本人の望

2015年7月17日から20日まで､Family

GroupConference(以下､FGC)研修in

Tokyoに参加してきました。それまで聞

いたこともなかったFGCでしたが、そ

のタイトルに「支配と強制のない世界へ

とあり、心惹かれたことが事の始まりで

す。

幼少期、私は肢体不自由児施設に入所

経験があります。障害があるということ

で地元の幼稚園、小中学校に受け入れを

拒否され、また、機能回復訓練で少しで

も体がよくなってほしいという両親の

強い,思いによるものでした。あらゆるこ

とが決められ､職員の顔色をうかがう生

活に、私はよく「ここは現実ではない。

私はずっと眠り続けていて悪夢の中に

いるんだ」と夢想にふけっていたもので

す｡思う存分お菓子や御飯を食べたかっ

たし、毎日お風呂に入りたかったし、家

族と一緒にいたかったし、もっと勉強が

したかったし、かなえられない望みばか


